
別紙3

おおい町の給与 ･定員管理等について
　 　　　
(1) 人件費の状況 (普通会計決算)

区 分 住民基本台帳人口

(17年度来)

歳 出 額

A

実 質 収 支 人 件 費

B

人 件 費 率

B / A

(参考)

16年度の人件費率

年度

17

人

9 .115

千円

1宅829 ,]93

千円

689.665

千円

1,522,680

%

11 9

%
旧大飯町 践 5

旧名 蘭★対 ls z

(2 ) 職員給与費の状況 (普通会計決算)

区 分 職員数

A

給 与 費 一人当たり

給与費 B /A給 料 職員手当 期末･勤勉手当 計 B

年度

17

人

l89

千円

636 2 75

千円

9 7P 49

千円

252 4 99

千円

985 -823

千円

5 ,2 16

2 職員数は、 1 7 年 4月 1日現在の人数である。

(3) 特記事項
平成18年3月3 剛こ旧大飯町･旧名田庄村の合併によりおおい町となる

(4) ラスパイレス指数の状況 (各年 4 月 1 日現在)

loo

‘H 1ぬ

(H 18) 93、5

92 4

(日18)
一-｣ - - --膠6 9 4汐.｣

95

90

85

おおい町 類似団体平均 全国町村平均

(注) ] ラスパイレス指数とは. 国家公務員の給与水準を 1 0 0 とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数である。

2 類似団体平均とは、 入口嬢横、 産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を単純平均したものである。



2 職員の平均給与月額. 初任給等の状況
(1) 職員の平均年齢、 平均給料月額及び平均給与月額の状況 (1 8 年 4月 1日現在)
①一般行政職

区 分 平均年鮖 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額

(園ベーヌ)

おおい町 40 7 歳 29 6 606 円 344,338 円 326,004 円

福井県 42 8 歳 362 ,352 円 437,950 円 395,385 円

国 4 O 4 歳 328 4 77 円 38 l,2 12 円

類似団体 43 1 歳 327,954 円 371,839 円 358 ,589 円類似団体 姫 ,1 歳 327,954 円 371,839 円 358 ,589 円

②技能労務啜

区 分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額

(圏ベース)

おおいl町 49 2 歳 202 -537 円 207 ,366 円 207,69 1 円

福井県 45 1 歳 349 ,]55 円 389 ,654 円 373 ,057 円

国 4 8 4 歳 286,500 円 領域595 円

類似団体 4 7 8 鵠歳 276 8 43 円 298,837 円 29 1,599 円

Q o
2 ｢平均給与月額｣ とは、 給料月額と毎月支払われる扶養手当、 地域手当、 住居手当、 時間
外勤務手当などのすべての簿若手当の瓶を合計したものであり、 地方公務員給与実態調査にお
いて明らかにされているものである。
また、 ｢平均給与月額 (圏ベース) ｣ は、 国家公務員の平均給与月額には時間外勤務手当、

特殊勤務手当等の手当が含まれていないことから 比較のため国家公務員と同じベースで再
計算したものである。

(2) 職員の初任給の状況 (1 8 年4月 1日現在)

区 分 おおい町 福井県 国

一般行政職 大 学 卒 l59 ,700 円 176,800 円 1ね ,900 円

高 校 卒 138 ,400 円 M 2,800 円 15 1‐000 円

技能労務職 高 校 卒 12 3 900 円 M 5,700 円

中 学 卒 120 ,200 円 137,700 円

区 分 経験年数10年 経験年数]5年 経験年数20年

一般行政職 大 学 卒 242,975 円 29主371 円 32 14 20 円

高 校 卒 20仏066 円 237,7 u 円 297,7 14 円

技能労務職 高 校 卒 173 .700 円 198 ,250 円 2 i7,850 円

中 学 卒 該当なし 円 該当なし 円 該当なし 円



3 一般行政職の級別職員数鱗の状況

区 分 標準的な職務内容 職員数 構成比

6 級 課長
人

l3

%

8 5

5 級 課度
人

8

%

5 2

4 緩 課長補佐
人

17

%

u o

3 級 課長補佐,主査
人

44

%

28 6

2 級 主事
人

53

%

34 4

1 級 主事
ハ.

19

%

12 3

区 分 標準的な職務内容 職員数 構成比

(注) 1 おおい町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。
2 標準的な職務内容とは、 それぞれの級に該当する代表的な職務である。
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4 職員の手当の状況
(1) 期末手当 ･勤勉手当

1目大飯町 ･ 旧名田庄村 福 井 県 国

土343 千円 鶏852 千円
7 一軒 “△gn△

期末手当 勤勉手当
3 0 自分 l 45 自分

( )自分 ( )自分

(17年度支給湖合)

期末手当 勤勉手当
3 0 自分 1 46 自分

( 1.6 )自 分 ( 0.75 )自分

(17年度支給割合)
期末手当 勤勉手当

3 0 自分 1 45 自分
( 1お )自分 ( 0.75 )自 分

(加算措置の状況)
職制上の段階 職務の緩割こよう加算指囮
、役職加算 5 ~ 15 %

(加算措置の状況)
粒制上の段階 職務の級笠による加算指麗
^役職加算 5、20 %
.修理寂加算 15 ･ 2 596

(加算指圓の状況)
騒縦副上の段確.搬出令怨.行

』トエリ-n嘴梵借
4役職加算 5 ~ 20 %
"管理職加算 10 ~ 25 %

G主) ( )内は. 再任用職員に係る支給割合である。

(2) 退職手当 (1 8 年 4月 1日現在)
お お い 町 国

(支給率) 自己都合 勧奨･定年
勤続20年 23 50 自分 30 流 自分
勤続25年 33 50 自分 41 34 自分
勤続35年 4 7 5 0 自分 59 28 自分
最高限度額 5 9 28 自分 69 2 8 自分
その他の加算措置 定年前早期退職特例措置

(2 % ~ 20 % 加算)

(退職時特別昇給 - )
1人当たり平均支給額 l,1ls 千円 24 ,080 千円

(支給率) 自己都合 勧奨･定年
勤続20年 2 3 50 自分 30 55 自分
勤続25年 3 3 60 自 分 4 1 34 自分
勤続35年 4 7 50 自 分 59 28 自分
最高限度額 59 28 自分 59 2 8 自分
その他の加算措置

枇円し:霧中

(2 % ~ 20 % 加算)

(注) 退職手当の 1人当たり平均支給瓶は、 1 7 年度旧大飯町 岸日名田庄村 ･おおい町において退職した職員に

支給された平均額である。

(3) 地域手当

(1 8 年 4月 1日現在)
支給実績0 7年度決算) 612 千円

支給職員1.人当たり平均支給年額(17年度決算) 6 11,520 円

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 国の制度(支給率)

医師 l5 % 1 人 15 %

(4) 特殊勤務手当 (1 8 年4月 1日現在)
支給実績(“年度決算) ],979 千円

支給職員1人当たり平均支給年額 G 7年度決算) 70 ,665 円

13 5 %

主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価

医療業務従事手当 医師 医師の医療業務 た額に15 , 0 0
(上限15万円)

支 給 実 績 ( 1 7 年 度 決 算 ) 24 ,6 14 千円

職 員 1 人 当 たり平 均 支 給 年 瓶 ( 1 7 年 度 決 算 ) ll8 千円
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手 当 名 内容及び:支給単価 との異同 異なる内容 (17年度決算) 平均支給年額
(1 7年度決算)

扶養手当

配偶者13 ,500円
配偶者以外2人目まで
6,000円
3入国以降5,000円

同 26,543 千円 243 ,5焔 円

住居手当 借間家賃に応じて27,000
円を限度に支給

同 2 ,Z97 千円 153 J OO 円

通勤手当

通勤距離2km以上で自
家用車等使用の場合
2,000円 ~ 24,500円の範

同 8,188 千円 55 7 00 円
‐1心しt′も‐茅

･

管理職手当
給料月額に8 ~ 15 % を
乗じて得た額 異 支給率 2 1蒄60 千円 399 ,255 円

(6) その他の手当 ( 1 8 年 4 月 1 日

区 分 給 料 月 額 等

給

料

町 長

助 役

収 入 役凡

8 70 ,000 円
( 円 )

710 0 00 円

( 円 )
636 0 00 円

( 円 )

870,000 円 / 383 ,000 円

710,000 円′ 40幕000 円

640,000 円 / 380‐000 円

報

酬

議 長

副 議 長

議 員

300,000 円
( 円 )

245 ,000 円
( 円 )

235 ,000 円
( 円 )

※在任特例期間中の平成19年4月2
9日までの議員報酬は、旧大飯町議
員235,000円、-日名田庄村議員
200,000円

370 .000 円ノ ]9 2 400 円

320 .000 円 / 13 1,goo 円

300 ,000 円 / 1!6 4 00 円

期
末
手
当

町 長

助 役

収 入 役

0 7年度支給割合)

3 3 自分

機 長

副 議 長

満 員

(17年度支給割合)

旧大飯町 3 1 自分

旧名田庄村 2 7 自分

退
職
手
当

町 長

勁 綾

収 入 役

(算定方式) (げび]の辛当瓶) (支給時刻)

給料月額×在職月額×0 45 18 ,792 ,000 任期毎

給料月額×在職月額×0 27 8 20 1,600 任期毎

給料月額×在職月額×0 21 6刈00,080 任期毎

備 考

r日-▲、 直を行う前の或ず臥ぐある。
月額及び支給率に基づき、 U円 (4 年= 4 8月)2 退‘手当の 月別の手当額｣ は、 4月 ] 日

勤めた場合における退職手当の見込額である。

に
J



6 職員数の状況
(1)部門別職員数の状況と主な増減理由

＼＼こと
部 門

職 員 数 対前年
増減数 主 な 増 減 理 由

平成18年 平成17年

普
通
会
計
部
門

一般行政部門 l35 ]40 “0
< 参考>
人口碁000人当たり職員数 韓国 人

人口lnnm 癰｣ lo.幻 ノリ

ゆく'~“-.野川 J 52 44 8
□!nnn . ｣

小 計
]87 184 3

< 参考>
人口1、000人当たり職員数 20 籾 人

ノ･口中川““‘ - -骼 1は菊 人)

公営企業等会計部門 27 30 -3

ノ、ローn'-!= …‘ -“骼

合 計 2 14

220

2 14

[ 220 ]

0

[ 0 ]
く霧考>
人口上000人当たり朧異数 23.48 人

2 [ 耽りは、 条例定数の合計である。

(2)年齢別職員構成の状況 (1 8 年4 月 1日現在)

(例)
%

l6

一一一構成比 i

　　　　　　　　　 　
　

20 20 24 28 3 2 3 6 40 44 4 8 5 2 56 60

歳 l i l - l 1 - ' l l 歳

末 23 “ 3 1 35 3 9 4 3 4 7 5 l 55 59 以

滴 上

区 分

20歳

未満

20歳

2

23歳

2街議

ノ

2 7歳戦

28歳

!

祖蔵

32歳

2

節歳

36歳

2

39歳

40歳

!

43歳

額歳

2

4を叢

4碗狡授

ノ

錠歳

52歳

2

55歳

56歳

2

59歳

60歳

以上

計

職員数
人

1

人

13

人

は

人

25

人

3 l

人

17

‘人

20

人

23

人

29

人

2 1

人

22

人

I

人

2 14

R
U



(3)定員管理の数値目標及び進捗状況
①平成 1 7年 4月 1日 ~ 平成 2 2 年 4月 1日における定員管理の数値目標

平成 I7年4月 l日

職員数

平成22年4月 1日

職員数
純減数 純減率

人

2 12

人

196

人

16

%

7 5

標 (数 ･率)

②定員管理の数値目標の年次別進捗状況 (実績) の概要

(各年4月 1日現在)

＼＼~"部 門

1 7年

計画始期

1 8年

1年目

1 9年

2年目

2 0 年

3年目

1 7年 ~ 2 2年

計

(参考)

数値目標

計 職員数 2 12 2 13 196

増減 ノノメノ
メ

-てある

1 ( % ) ‐16

2 ( % ) 内の数値は、 数値目標に対する進捗率を示す。
3 畑減は、 各年の欄にあっては対前年比の職員増減数を、 計の欄にあっては計画1年目以
降顔年までの職員増減数の累計を示す。


